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【 目 的 】  

福 島 県 に お け る 子 宮 頸 が ん 検 診 に お い て 無 料

ク ー ポ ン 券 （ 以 下 ク ー ポ ン 券 ） が 配 布 さ れ 5

年 が 経 過 し た 。 今 回 、 検 診 実 施 状 況 か ら ク ー

ポ ン 券 導 入 の 効 果 を 検 証 し た 。  

 

【 対 象 ・ 方 法 】  

2009 ～ 2013 年 度 に 実 施 し た 子 宮 頸 が ん 検 診 受



診 者 延 べ 362,654 名 の う ち ク ー ポ ン 券 対 象 者

（ 21 歳 ， 26 歳 ， 31 歳 ， 36 歳 ， 41 歳 ） 延 べ 62,941

名 に つ い て 、 ク ー ポ ン 券 利 用 者 数 ， 検 査 成 績

等 を 検 討 し た 。 ま た 、 2011 ～ 2013 年 度 の 都 市

部 （ 12 自 治 体 ） の ク ー ポ ン 券 利 用 率 に つ い て

調 査 し た 。  

 統 計 学 的 検 討 は 、 χ 2 乗 検 定 を 用 い P ＜

0.05 を も っ て 有 意 差 あ り と し た 。  

 

【 結 果 】  

ク ー ポ ン 券 利 用 者 数 は 、 2009 年 度 よ り 順 次

12,913 名 ， 13,753 名 ， 12,312 名 ， 12,301 名 ，  10,048 名

で 、 ク ー ポ ン 券 導 入 2 年 目 の 2010 年 度 が 最 も

多 か っ た 。 震 災 後 の 2011 年 度 以 降 は 減 少 し 、

5 年 目 の 2013 年 度 が 最 も 少 な か っ た 。  

各 年 齢 に お け る ク ー ポ ン 券 利 用 者 割 合 は 、 い

ず れ の 年 度 に お い て も 36 歳 が 最 も 高 く （ 約

30 ％ ）、 21 歳 が 最 も 低 か っ た （ 約 8 ％ ）。  

5 年 間 合 計 し た ク ー ポ ン 券 利 用 者 61,327 名 に お

け る 要 精 検 率 は 1.82 ％ で 、 ク ー ポ ン 券 非 対 象



者 301,327 名 、 0.70 ％ を 大 き く 上 回 っ た （ P ＜

0.05 ）。 CIN2 以 上 の 病 変 の 発 見 率 で も ク ー ポ ン

券 利 用 者 が 0.62 ％ を 占 め て お り 、 ク ー ポ ン 券

非 対 象 者 が 0.21 ％ で あ っ た の に 比 し て 高 率 に

発 見 さ れ た （ P ＜ 0.05 ）。  

都 市 部 の ク ー ポ ン 券 利 用 率 は 、 2011 年 度  平

均 24.6 ％ （ 最 小 15.0 ～ 最 大 35.5 ％ ）， 2012 年 度  

24.8 ％ （ 14.1 ～ 34.4 ％ ）， 2013 年 度  19.0 ％ （ 8.3

～ 28.0 ％ ） で あ っ た 。 一 部 の 自 治 体 で は 、 コ

ー ル ・ リ コ ー ル な ど の 受 診 勧 奨 を 行 っ た が 、

全 て の 都 市 で 最 終 年 度 で あ る 2013 年 度 の 利 用

率 は 減 少 し て い た 。  

 

【 ま と め 】  

無 料 ク ー ポ ン 券 は 20 歳 代 に 受 診 の 機 会 を 与 え 、

若 齢 者 の CIN2 以 上 の 発 見 に 一 定 の 効 果 が み ら

れ た 。 し か し 、 震 災 後 の 受 診 者 数 は 減 少 の 傾

向 に あ っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 無 料 と い う

だ け で は 受 診 の 契 機 に は な ら ず 、 若 齢 者 へ 検

診 の 重 要 性 を 啓 発 す る た め に は 、 さ ら な る 工



夫 が 必 要 で あ る 。  


